


業績を向上させる不動産DXとは！？
生産性向上と早期育成を1年でできた秘訣がわかる！

特別ゲスト講師紹介

生産性向上と早期育成を実現する不動産DX

2012年に北海道北斗市にて不動産売買専門店として
創業。函館・北斗市を中心に不動産事業を展開。5年連
続増収増益を続け毎年2ケタ成長を達成している。
一方、組織の拡大にともない育成の課題に頭を悩ませ
ていたが、2020年末より属人的な管理体制を解決す
るために全社で不動産DXを推進し、昨年対比で生産性
が1.4倍まで向上し、高生産性を実現している。

アイーナホームの売上推移

アイーナホームの営業利益推移
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状況をリアルタイムに確認でき実績管理できる

不動産DXを進めて生産性1.4倍

SFAで営業活動の効率化、
営業社員の営業力に頼らない環境づくりを実現させる

SFA：営業DXで契約率を向上させるpoint2

全社、事業別に売上、粗利実績を月別で管理
目標予算・昨年対比の実績を基に経営判断行う

店舗、営業社員ごとの営業課題を
リアルタイムで管理し、課題を早期改善全社の経営数字を一元管理
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BI：経営課題を早期発見し、高速PDCAを実現point3

価値を創造し、専門性を進化させ、
地域の人々に「あ・いいな」の
感動と喜びを提供します。
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point1 MA：集客DXで面談数を向上させる
チャットボットで
月間反響数15件

新着不動産情報メルマガ
定期発信で案内誘導

お客様が検索している
物件情報を把握して追客できる

反響から面談まで
システム的に追客


